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2006年4月7日，「大原デジタルアーカイブス」

の「史料」コーナーに，「高野岩三郎・D.リャ

ザーノフとの往復書簡（1928～1930年）」（以下，

「往復書簡」と略す）を公開しました。

●大原デジタルアーカイブス

http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/arc/index.html.

●「高野岩三郎・D.リャザーノフとの往復書簡

（1928～1930年）」

http://oohara.mt.tama.hosei.ac.jp/rjazanov/inde

x.html

この「往復書簡」は，これまで『高野日記』

などで，その存在が知られていたが，書簡その

ものがどこに現存するかは不確かであった。と

ころが，大村泉・東北大学大学院経済学研究科

教授によって，この「往復書簡」が現在，ロシ

ア国立社会＝政治史アルヒーフ（モスクワ，旧

マルクス＝レーニン主義研究所アルヒーフ部

門）に所蔵されていることが確認され，同アル

ヒーフ所員の許可を受けて，撮影され，写真版

が作成された。2005年5月21日，大原社会問題

研究所は，大村教授から寄贈を受け，その後，

WEB上で公開すべく準備を進めていた。

この「往復書簡」は，主として，大原社会問

題研究所（内藤赳夫作成）『日本マルクス主義

文献』1929年および聯盟社版『マルクス＝エン

ゲルス全集』の翻訳･刊行企画に関するものが

中心となっている。

この「往復書簡」の概要，意義および内藤赳

夫作成『日本マルクス主義文献』の意義につい

ては，大村泉「高野岩三郎・D.リャザーノフと

の往復書簡」（『大原社会問題研究所雑誌』2005

年６月号，559号）および久保誠二郎「大原社

会問題研究所『日本マルクス主義文献』(未刊

行)の意義」（『大原社会問題研究所雑誌』2005

年６月号，559号）を参照されたい。どちらも，

WEB上からもアクセスできるようになってい

る。

戦前期の大原社会問題研究所の歴史の一コマ

が，上記の大村論文および久保論文でさらに明

らかになったことは大変，意義深い。今回，こ

のようなかたちで，「往復書簡」が，大原社会

問題研究所のWEBサイトで公開されたのも同

様である。最後になったが，大村泉教授に，心

からの謝意を表明したい。

（はやかわ・せいいちろう　法政大学大原社会問題

研究所教授）

「高野岩三郎・D. リャザーノフとの
往復書簡（1928～1930年）」を公開

早川　征一郎
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